
 

創立１０周年記念冊子発行計画並びに決算承認の件について 審議  

 
● 事業名 ： 創立１０周年記念冊子発行承認の件 

● 文書作成者役職・氏名 ： 常任委員　南村将太郎 ● ： 作成日 ： ２０２３年　１２月　１９日 

 

事業要項（企画） 

 

 

１．実施に至る背景 日本青年会議所環境部会が創立１０周年を迎えるこの節目に、組織が次代に向けてさらに発展する

ため、活動の歴史や功績を後世に残す必要があります。 

２．目的 部会員が、環境部会の活動の節目に対し、なぜ環境部会が設立され、今までどのような活動をして

きたのかを今一度振り返ることを目的とします。 

３．広報戦略 環境部会全ての会員に記念冊子を発行し、郵送します。 

４．対象者及び参加員数 （対内）会員　１５５名 

（対外） 

５．実施日（結果） 【記念誌発行日】 

２０２４年１月発行 

 

■実施までのスケジュール 

いつ どこで なにを 

２０２２年１０月中旬 メール 編集者と打ち合わせ（概要・見積書） 

２０２２年１１月初旬 上海大飯店 現地確認、業者打ち合わせ 

２０２３年　６月中旬 メール 編集者と打ち合わせ 

（撮影場所、日程調整） 

２０２３年　９月初旬 メール 編集者と打ち合わせ（見積書） 

２０２３年１０月１１日 東京文京シビックホール 歴代部会長インタビュー・撮影会 

２０２３年１０月１６日 東京文京シビックホール 歴代部会長インタビュー・撮影会 

２０２４年１月  発行 

 
６．実施場所 環境部会会員名簿情報に基づき記念冊子を郵送します。 

 

【撮影場所】 

　文京シビックホール 

　会議室 

　東京都文京区春日1-16-21 

７．事業内容 

　(目的達成のための手法) 

■具体的手法 

【全体の構想】 

設立趣意書と設立時を想わせる過去の写真、事業写真及び、早野部会長による１０周年に寄せる挨

拶文、歴代部会長による座談会対談記事、そして歴代部会長によるアンケート記事を掲載すること

で、創立時から在籍する会員はもちろん、入会歴が浅いメンバーに対しても活動の歴史や当時の想

いを感じていただきます。 

 

【編集者選定について】 

〇過去にＷｅＢｅｌｉｅｖｅでの制作経験をもち、一般週刊誌（週刊ダイアモンドやメンズクラブ、２nd、サイ

ゾーなど）で実績あるライターとデザイナーが担当することで、今回の１０周年記念冊子は、商業誌と

言っても通用するクオリティーを目指します。 

 

〇カメラマンも、同じく過去にＷｅＢｅｌｉｅｖｅでの撮影経験がある、商業誌のプロカメラマンに依頼しま

す。 

 

〇特に、ライターとカメラマンは、世界会議やASPACを含む多くのJCイベントでの取材経験があり、

JCの活動を書くこと、撮ることに非常に慣れていますので、安心して任せられると考えます。 

 



〇校了まで、細かい言い回しを含めた修正も複数回対応してもらいます。 

 

【内容詳細】 

Ｈ２ 

設立趣意書を掲載することで、設立時の想いを再認識していただきます。また設立当時を想わせる

写真を掲載します。 

 

ｐ１ 

早野部会長より、創立１０周年に寄せるご挨拶文をいただき、記載します。会員各所に対する感謝と

次代に対する想いを語っていただきます。 

 

ｐ２ 

来賓から創立１０周年に対するご挨拶文をいただきます。 

＜謝辞掲載予定者＞ 

環境大臣　伊藤信太郎様 

公益社団法人日本青年会議所　麻生将豊君 

日本青年会議所　業種別連絡会議　澤田純平君 

 

ｐ３～ｐ９ 

歴代部会長１０名による歴代部会長座談会を記事とします。 

座談会の場所は文京シビックホール会議室で行い、プロカメラマンによる撮影、プロの編集者による

進行で実施します。 

 

ｐ１０～ｐ１１ 

歴代部会長１０名のアンケート記事を記載します。アンケートは個別でご案内させていただき、顔写

真とともに返信していただきます。 

 

・入会時のきっかけ、環境部会の良さ、会員に向けてのメッセージなど 

 

座談会トーク内容、アンケート内容（案） 

 

ｐ１２～ｐ１３ 

環境部会全部会員の名前と出身ＬＯＭを日本地図に落とし込み、１０年間で拡大してきた組織に想い

を馳せます。 

 

【総括】 

本来であれば、２０２１年に環境部会の設立１０周年を迎え、その記念すべき節目を式典と共に祝う

予定でしたが、新型コロナウイルスの世界的な影響により、予定していた式典を中止せざるを得ませ

んでした。この度、２年の時を経て、周年記念誌という形で私たちの歩みを振り返る機会を得ることが

できました。この記念誌は、単なる記録に留まらず、環境部会が直面した課題、そしてそれを乗り越

えた経験の集大成であり、私たちの成長と発展の証となりました。 

 

８．連携するパートナー 

種別 

なし 

 

９． 決算総額 ￥９２１，５４０－ 事業計画収支決算書へ 
 

１０．審議対象資料 １１．参考資料 

１）  １） 周年記念誌データ 

２）  ２）  

３）  ３）  

 

 

前回までの流れ（意見と対応） 

 
● 第１回常任委員会 　● 開催日 ２０２３年 １２月 １９日 （火曜日） 審議 

 

意見１： 特になし 

https://drive.google.com/file/d/1d0sUDir928kWd0RySYzY3lG6jy8RssDd/view?usp=drive_link
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1eWu-_hXPVd1rmYfAw1iyLrwJ9NRFPpO0/edit#gid=1830965887
https://drive.google.com/file/d/1CX2U9N6GU_-gDoDeVX9OF_sYV40rfsND/view?usp=drive_link


対応１：  
 
●議案上程スケジュール 

 
 事業計画　・　予算  事業報告　・　決算 

 回数 諸会議名 開催日時 議事  回数 諸会議名 開催日時 議事 

● 第６回 常任委員会 ２０２３年９月２６日 審議 ● 第１回 常任委員会 ２０２３年１２月１９日 審議 

 


